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燃料デブリの元素・核種組成を精度良く評価するため、化学分析前処理として、過酸化ナトリウムを用いた

アルカリ融解処理について検討を行い、TMI-2 デブリを用いた実証試験を行った。 
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1. 緒言 

 燃料デブリの元素・核種組成を精度良く評価するためには、化学分析前処理として、試料を溶液化する必

要がある。一方、TMI-2 デブリ[1]は硝酸に対して難溶性であり、1F 燃料デブリにおいても、同様の可能性が

考えられる。本研究では、燃料デブリの溶液化手法になり得ると考えられるアルカリ融解処理について、模

擬デブリを用いて処理条件を検討した後、TMI-2 デブリを用いた実証試験により本手法の有効性を検討した。 

2. 実験 

 TMI-2 デブリは原子力科学研究所の燃料試験施設に保管されている試料を用いた。未分析の塊状試料から

分析用試験片を採取し、回転刃により切断した。切断片は樹脂に包埋した後、研磨した試料断面を光学顕微

鏡、SEM/WDX 及び XRD により観察・分析した。また、試料切断時に発生する切削紛（デブリ粉末）をバッ

クエンド研究施設（BECKY）で行う化学分析に供した。αγセルにおいてデブリ粉末は過酸化ナトリウムを用

いたアルカリ融解により処理し、融成物は硝酸溶液で撹拌加熱により溶解した。得られた溶解液の元素組成

を ICP-AES 分析により評価した。溶解液及び溶解液からジグリコールアミド系抽出剤を用いて抽出した有機

相の核種組成をそれぞれ γ 線及び α 線スペクトロメトリーで評価した。また、陰イオン交換樹脂を用いたカ

ラム法により溶解液から Nd、U 及び Pu を分離し、TIMS 分析により同位体組成を評価した。 

3. 結果 

 3 回行ったそれぞれの溶解操作において、いずれも不溶解性残渣は確認さ

れず、完全溶解を確認した（図）。得られた溶解液の元素組成は、ほとんどの

元素が分析値の不確かさ（k=2）の範囲内で一致しており、本手法の再現性を

確認した。SEM/WDX 分析では、Fe-Ni、Sn-Ni 及び Ag-In をそれぞれ主成分

とした合金が観察され、XRD 分析ではこれらを支持する回折ピークを検出し

た。得られた溶解液の元素組成は、SEM/WDX 及び XRD による分析結果と

良好な一致を示したことから、本手法の妥当性を確認した。 
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図 硝酸溶解後の溶解液の外観 
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